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研究成果の概要： 

西鶴の使用語彙から策定された人間文化の総体について、現時点では次のような試案を想

定し、その吟味と検証、補訂を行っている。それは新しい人間文化のモデルを提言しうるも

のと考えている。 

人間文化を大きく 5つの構成要素に分類し、その要素を生成する小概念をたてる。 

What/Why何を/なぜ大切にするか（人間尊重・帰属性・規律性・社交性） 

キーワード：不義・人はならはせ・生国・義理・情・はなし 

How/どのような生き方をするか（誠実性・着実性・知の継承） 

キーワード：誠・長者丸・世の鑑 

What/How何を/どのように創り出すか（創造性・素人性・玄人性） 

キーワード：仕出し・贔屓・家職・家業 

What/How何を/どのように求めるか（現実重視・精神性・向上心・競争心） 

キーワード：浮世・訳知り・粋・天下一 

What/How何を/どのように受けつぐか（伝統文化融合・地域文化融合・国際性） 

キーワード：俗源氏・珍奇・世界 

括弧内の小概念を成立させるキーワードを設定する。西鶴作品の中で人間文化と関わりのあ

る語彙を選定してキーワードとして取り上げた。短期間の研究であり、キーワードは僅かしか

あげえないが、今後引き続いて西鶴作品から数多くのキーワードを抽出しうると考えている。

そのキーワード群によって構築する西鶴の人間文化図と現代の人間文化との対比によって、新

しい提言が可能となるのである。 
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・日本文学 
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１．研究開始当初の背景 

現代の人文基礎学研究の趨勢は、個別的な

事象の追究から、学際的・領域横断的分野の

追究へ移行している。文学研究に限れば、そ

の文献学的方法の徹底がともすれば末梢的

な事象の追究に走りがちになっていたこと

の反省にたっているのであろう。人文基礎学

全体の傾向が文化事象を大きくとらえよう

とするものになっている。それは平成 14 年

から開始されて COE のテーマに如実に反映

している。人間文化にかかわるものをみれば、

大阪市立大学「都市文化創造のための人文科

学的研究」・大阪大学「インターフェイスの

人文学」・京都大学「グローバル化時代の多

元的人文学の拠点形成」などが目に付くが、

それらは人間文化の総体を研究しようとす

るものである。都市文化、領域横断、多元化

などがキーワードであろう。本研究課題はそ

のような学問的趨勢の中に位置づけること

ができる。 

一方、関西大学オープンリサーチセンター

整備事業「なにわ・大阪文化遺産の総合人文

学的研究」（H17）にも見られるように、大阪

の文化遺産を研究対象とすることも盛んに

なりつつある。申請者自身も学術フロンティ

ア推進事業「関西圏の人間文化についての総

合的研究」（H16）を推進しているが、先の

人文基礎学の傾向が地域や時代を超える普

遍性・理論性を追究するのに対して、地域や

時代の個別的追究を通して、研究の対象をよ

り具体化し、有効なものとしようとするもの

である。本研究課題はそのようなプロジェク

トにも大きく貢献しうると考えている。 

 

 

２．研究の目的 

本研究課題においては作者井原西鶴の関

係した出版物を取り上げて、そのなかの使用

語彙を調査・分析する。西鶴が使用した語彙

の分析から、当時の大阪、さらには日本の「世

の人心」である人間文化の種々相について、

その全体像を浮かび上がらせることを目的

としている。当時の大阪の人々が自己の人間

文化としたものは多岐にわたるであろうが、

西鶴の作品全体をトータルとして取上げ、単

なる個別資料としてではなく、最も時代を代

弁するものであるという立場から捉える。そ

の全体像は人間文化をあらわすキーワード

となる自立語群の抽出によって確認しうる

ものと考えている。その自立語群を人間文化

構成要素に分類し、人間文化事典を作成する。

基本的な人心とその下位分類としてキーワ

ードを配列する。その結果、全体として人間

文化の一つの典型が導き出されるのである。

それを現代における人間文化形成のあり方

の重要な資料として提言していく。 

 

 

３．研究の方法 

研究の全体構想としては、大坂さらには日

本の人間文化の生成について出版メディア

と文化生成の相関について追究する。人間文

化生成には、さまざまな分野の人々の参加す

る出版メディア共同体である文化サークル

全体の解明が必要であり、作者のみならず出

版書肆や学者やその他のさまざまな分野の

人々の活動を総合することが必要になって

くる。本研究課題ではそのような視点を据え

て、幅広い人間文化生成の解明の一環として、



 

 

文化サークルの一員であった浮世草子作者

井原西鶴の作品をとりあげるのである。西鶴

の使用語彙の分析から文化生成の種々相を

解明することが可能となる。 

具体的には西鶴の使用語彙を調査・分析し、

人間文化としてのキーワードとなる自立語

を抽出する。そのキーワードを分析すること

で、人間文化の全体像を構築する。ただし国

語学的な数量分析のみでなく、作品の主題と

のかかわりの中で如何に有効に使用されて

いるか、そのキーワード性を明らかにする。

このような形での作品分析はともすれば恣

意的になる可能性をはらんでいるが、それら

の人間文化にかかわる使用語彙のトータル

としての働きを重視し、人間文化の典型を想

定することで客観性を獲得する。 

 

 

４．研究成果 

本研究課題においては、井原西鶴の関係し

た出版物を取り上げて、その使用語彙を調

査・分析し、当時の大坂、さらには日本の「世

の人心」である人間文化の種々相について、

その全体像を浮かびあがらせることを目的

にしていた。当時の大坂の人々が自己の人間

文化としたものは多岐にわたるであろうが、

西鶴の作品全体から抽出される人間文化を、

大きく次の 5つの構成要素に分類した。 

何を／なぜ大切にするか 

どのような生き方をするか 

何を／どのように創り出すか 

何を／どのように求めるか 

何を／どのように受けつぐか 

研究期間において発表した論文は6編に

すぎないが、それぞれ5つの構成要素を導

き出すものであった。「西鶴の世界観－女護

島と纐纈城－」では、西鶴の世界観について

論じ、その現実認識と自己の認識不能な世界

についての受容のあり方を追求した。「『本朝

廿不孝』の教訓性－小吟の造型と西鶴が期待

した読者－」では、当時の教訓のあり方につ

いて、教育のあり方について考察した。「江

戸時代の教育－西鶴作品と町人の家訓－」お

よび「江戸時代の教育」においても同様に教

育の問題を追及した。 

最終年度においては、「大阪の人々の拠り

所－天下の台所－」と題して、すでに追求し

てきた問題を含めて、大阪の町人が、何を大

切にし、またどのような生き方をしているか

というあり方を具体的に解明した。人はなら

はせ・生国・誠・長者丸・世の鑑などがキー

ワードとして抽出された。「西鶴作品にみら

れる中国説話－その日本化の様相－」と題し

て、大阪の人々は、何をどのように受けつい

でいるのか、またその上で、何をどのよう

に創り出そうとしていたかについて、西鶴の

中国説話の摂取のあり方を具体的に分析す

ることによって、そのあり方を解明した。中

国説話の摂取はまず和刻本とされることが

あり、また翻訳・翻案も行われて摂取されて

いったが、それが日本文化として融合されて

、新しい文化を形成することになるのである

。キーワードとしては、仕出しという創造的

語彙を抽出しうる。 
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